
 

タイ AED関連ニュース（23年 2月） 

 

 

 

    警察官が交通整備の交番に設置してある AEDを使用し、 

    事故に遭ったミャンマー人女性を救命 

 

23 年 2 月 12 日 エアポートリンクのラームカムヘン駅付近で、30 歳ミャンマー人女性が運

転するオートバイの制御が効かなくなり、転倒して重傷を負う事故が起こった。 

ラームカムヘン通りで担当業務にあたっていたフアマーク警察署警察官ティティパン氏へ交通

管制センター信号機から無線通信で事故発生の連絡が伝わり、ラムカムヘン通り交差点の交番

備付けの AED を持って現場へ駆けつけるように指令が出された。 

 

 



 

ティティパン氏が現場に到着すると、周囲の市民や救助隊のオートバイ運転手が協力しながら

CPR（心肺蘇生法）を実施しているところだった。事故に遭ったミャンマー人女性は、呼吸や

脈拍が停止している状態であったため、すぐに AED（自動体外式除細動器）を使用しての救命

救助を実施した。救助隊と一緒に心臓マッサージを繰り返しおこなうとともに、救急車の手配

もおこなった。患者は救命救助の末、意識を取り戻し近くの病院に搬送された。 

 

ティティパン氏は、「今回の救命に AED が大きく役立ち、女性の意識を取り戻すことができ

た。協力してくれた市民や救命隊の方々に謝意を伝えたい」と語った。 

 

（情報ソース：https://policetalks.com/2023/02/12/27707/） 

 

 

 

 

      AED（自動体外式除細動器）レンタルサービスについては下記ウェブサイトを 

      ご参照ください。 https://aed.npdh.co.th/ja/ 

 

        

 

 

      麻薬検査サービスについては下記ウェブサイトをご参照ください。 

      https://npdh.co.th/ja/ 
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